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撮影：今田耕太郎（表紙、並びに当ページ）、撮影協力：大阪市、㈱ノバレーゼ
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国
際
的
に
通
用
す
る
日
本
の
通
貨
を
つ
く

る
。そ
れ
は
明
治
政
府
が
威
信
を
か
け
て
取
り

組
ん
だ
大
命
題
の
一
つ
だ
っ
た
。貨
幣
の
製
造
拠

点
と
な
っ
た
の
は
、造
幣
局
の
前
身
で
あ
る
大
阪

の
造
幣
寮
鋳
造
所
だ
。一
八
七
一（
明
治
四
）年

に
完
成
し
た
こ
の
建
物
の
設
計
は
、お
雇
い
外
国

人
の
ト
ー
マ
ス
・
ウ
ォ
ー
ト
ル
ス
。資
材
の
運
搬

を
大
川（
旧
淀
川
）の
水
運
に
託
し
、そ
の
河
岸

約
一
八
万
平
方
㍍
と
い
う
広
大
な
敷
地
に
展
開

さ
せ
た
大
工
場
群
だ
っ
た
と
伝
わ
る
。

　
現
在
、こ
の
一
帯
は
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
店
舗

が
林
立
し
、当
時
の
面
影
は
な
い
。唯
一
、造

幣
寮
鋳
造
所
の
痕
跡
を
伝
え
て
い
る
の
が
、

瀟し
ょ
う
し
ゃ

洒
な
建
物
の
前
面
に
施
さ
れ
た
、ロ
ー
マ
建

築
を
思
わ
せ
る
正
面
玄
関
だ
。凝
灰
質
粗
面
岩

（
流
紋
岩
）を
使
っ
た
六
本
の
ト
ス
カ
ー
ナ
式

列
柱
が
支
え
る
屋
根
部
は
銅
板
で
吹
い
た
切

妻
造
。重
厚
な
木
製
玄
関
扉
と
、そ
の
両
サ
イ

ド
に
配
さ
れ
た
ア
ー
チ
状
の
窓
が
優
雅
な
建

築
美
を
演
出
し
て
い
る
。

　
鋳
造
所
は
一
九
二
七（
昭
和
二
）年
頃
に
老

朽
化
の
た
め
廃
止
さ
れ
た
が
、そ
の
正
面
玄
関

は
、八
年
後
に
完
成
し
た「
明
治
天
皇
記
念
館
」

の
フ
ァ
サ
ー
ド
と
し
て
移
築
・
復
元
さ
れ
た
。

　
記
念
館
は
、戦
後「
桜
宮
公
会
堂
」と
な
り
、

正
面
玄
関
は
一
九
五
六（
昭
和
三
十
一
）年
に

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。現
在
は
婚

礼
施
設
を
兼
ね
た
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン「
旧
桜
宮

公
会
堂
」と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
る
。「
一
帯

は
市
民
の
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
に
な
っ
て
い
ま

す
。正
面
玄
関
は
重
要
文
化
財
と
し
て
未
来
に

残
さ
れ
る
建
物
で
す
。こ
の
施
設
で
挙
式
さ
れ
た

方
々
の
思
い
出
と
と
も
に
永
遠
に
受
け
継
が
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」と
同
施
設
の
辰
己
誠

治
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
話
す
。

　
こ
の
正
面
玄
関
は
、日
本
が
世
界
列
強
に
比

肩
す
べ
く
目
指
し
た
近
代
国
家
の
顔
の
一
つ
だ
。

旧
大
工
場
の
ご
く
一
部
と
は
い
え
、威
厳
に
満

ち
た
風
貌
か
ら
は
、明
治
政
府
が
日
本
の
将
来

を
託
し
た
、祈
り
に
も
似
た
強
固
な
志
が
迫
っ
て

き
た
。

1935（昭和10）年に完成した旧桜宮公会堂の本体はSRC
造だが、建物全体は鋳造所の当時の様子に復元され、鋳
造所の正面玄関と共鳴する意匠が各所に施されている。
明治から昭和へと、時を超えたデザインの調和が優美さ
を際立たせている。
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